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ホール郊外の新興工業地帯と隣接する農村地域であるが、地下水汚染による健康被害が青少年を中心に多発し
ていた。この地域の地下水に高濃度のヒ素が含有されていることは既に明らかにされていたが、本研究により、
フッ素が健康被害の原因物質であることを初めて明確にした。また、地下水と土壌、雨水、肥料、石炭などの
汚染源となり得る物質の分析を行い、大気と土壌汚染の進行に伴って地下水汚染が進行すること、フッ素の原
因物質は肥料＞工場廃水＞石炭の燃焼によるばい煙であり、ヒ素のそれは石炭の燃焼によるばい煙＞肥料であ
ることが明らかになった。また、地下水の富栄養化も進んでおり、大気汚染物質＞肥料＞家庭排水による硫酸
イオンと、家畜の排泄物と家庭排水＞化学肥料による硝酸態窒素の高濃度の汚染が同時に進行していることを
明らかにした。また、最も揚水頻度の高い第一被圧地下水（取水深度は地表から24～32ｍ）が、最も汚染が進
行しているが、それより深い地下水へも汚染が伝播していること、これらの汚染地下水の分布は、停滞しやす
く、不透水層があまり発達していない帯水層の構造に規制されていることを明らかにした。 
 ここで示された汚染状況はパキスタンでの数少ない報告例であり、特にフッ素については、最初の学術報告
である。また、人為汚染物質が天然の物質循環系に取り込まれる過程を明瞭に示したこと、物質循環に関わる
水文地質学的規制要因を明らかにしたことの学術的意義は大きい。結果の一部は既に２報の国際学術誌に掲載、
あるいは受理されている。したがって、本論文は博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
